


























テクスト冒頭から見てみよう。 SMARH VIEUX MYSTERE という表題の
前に， Ond刕esta mo1es. Ovicle.} というエピグラフと (Cette ぽuvre . . )に始
まる文章が置かれ，表題の後には (La m鑽e en permettra 1a lecture ?sa f匀le. 
L'auteur.) というもう一つのエピグラフがある (p. 8) 4~ ブリュノーは，フ
1) J~an ßruneau, Les d饕ufs litt駻aires de GlIst? le Fl?!wrf 1831-1845、 Armancl Colin. 1962. p. 
189. 
2) Ren? Des(、harm{'~ ， Fla11 bl'rt. Sa 'lJÍt', SOIl caract鑽e ('1 ses idi'cs l11'll1lt 1857. Ferroud. 1909、 pp.
115-123 ; A. P. Colel叩m川11】a川n仏】し、 (Soαme sour町l'e出s of F日la創1山(:'1町削)'川.t's ‘、 S仰川II}.、 /11，οdrのF川 L心4仰1
1日!l氾25、 ppよ.2訊o応5-215; J. Bうrll l1 e【a川11川u、 0ρ 「ηit.叶. pp. 2別o陪2-2l9.
3幻) J. Br叩1I11(伺，泊‘頃引au ， (ψψnμtι. 、 pp. 506-512 ; .l e町mme Be引叩m. /)i正2川. et 比刈tパτ叩1(.附制tοωJ1ηr dl元J川11削t“s r'aα'11 τt!I'C dc l'ヴ仇laμ/U b仏1"吋r
de (L,“I Tn川1ft“t山011 de 制inf Antoille). La Bal'onnière、 1979， pp. 107-121.ジャンヌ・ベムは初期作
品全体を一つのテクストとして論じている。
4) 本論rlJで( )内に頁数が示されて L 、るところはすべてコナール版全集からの引用である:
八ppt'ndic(. aux 誦vres complète~ dt' Gustave Flaubert、正ElI~'n's dl' j('lIncs(' inédi/ l's, 10m!:' ß 、





いない。最初の(Indigesta moles) はオウイデイウスの『変身物語j 第一巻 7
行目 (Quem dixere chaos, rudis indigestaque moles) (それ[原初のありさ
ま]はカオスと呼ばれ，何の手も加えられず，秩序づけられてもいない塊で
あった)からとられており，原初における世界の混沌たる状態を示したもので




32 & p. 53) が，それと異なる場合もある。最初にサタンの誘惑に遭ったス
マールは混乱して (Tout cela, h駘as ! est un chaos pour moi) (p. 22) とひと
りごとを言い，さらに様々な誘惑の後，その最初の誘惑のときに自分の内には











られる美徳賞である。もちろん，作品の「ばかばかしさ J (bêtise) という言
葉には文字通り自らの作品に対する冷ややかな目が感じられるが，それ以上に
\今日まで未刊行で……」という文が最初に，その後に著者によるエピグラフが，次にオウイデイ
ウスからとられたエピグラフが来ている(包uvres complをtes de Gustave Flaubert, tome 1. 
Voyage・、げ ω'-/('/$ t!e τりagf官 & æuτ'I'('S de jell1wsse, Club de l' Honnをte homme, 197:3, p. 514) 。
しかしパリの国立図書館所蔵のフローベール臼柴原稿 (Bibliothèque NationaJe, D鑵artement 




5) J Bruneau, op. cit. , pp. 37-38. 
139 
美徳賞に代表される人間の偽善あるいは bêtise への皮肉がこの文には明らか
に見てとれる。この文の後に表題があり，その下にくLa m鑽e en permettra la 
lecture ?sa file. L' auteur.)というこつ目のエピグラフが置かれている。この
エピグラフは作者によるものとなっているが，ルネ・デシャルムによれば，こ
れはサド侯爵の『閤房の哲学』巻頭のエピグラフ (La m鑽e en prescrira la 
lecture ?sa fille.) のもじりだという月母親は娘にこの作品を読むことを許す
だろうが，娘は読んでその b討lse に染まるはずだという意味で，これも先程






ノーは，サタンが大天使に語りかける導入部 (pp. 8-11) とユークの勝利に終
わる終結部 (pp. 118-119) との問を，サタンによる誘惑 (pp. 11-26) ，自然
(pp. 26-57) ・人間 (pp. 57-85) ・様々な情熱 (pp. 85-118) による試練という
ように四つの部分に分けている7L この分け方は，作品の中でスマールが自ら










L' archange Michel avait vaincu Satan lors de la venue clu Christ. 
6) Gustave Flaubert , C01Tcspondallcc, Edition du Centenairt', Texte 鑞abI? et annot? par Rel1企
Descharmes, Librairie de France, tome 1, p, 37, 10tt' 1. またブリュノーは，サドのエピグラフ
がアレクシス・ピロンの f作詞狂』第 3 幕 7 場のダミスのせりふの再録であることを指摘してい
る (ojJ. cil. , p. :~8 ， note 118) 。
7) J. BrUl1eðU, 0/λ cil. ， pp. 213-214. 
8) Ibid., pp. 214-217. 
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Le Christ 騁ait venu sur la terre, comme une oasis dans le d駸ert [...]. 
L'humanité, qui, un moment, avait lev? la t黎e vers le ciel, l'avait reporｭ
t馥 sur la terre [...]. (p. 8) 
Et ma訂intenan凶1t， Arれ町川:'c叶clご汁hange， je t'、a訂1 va訂incu ?mon tωour [. . .].
Et je sais un homme saint entre les saints, qui vit comme une relique; 
cet homme-Ià, tu verras comme je vais le plonger dans le mal en pell 
cl'heures [. . .].
Tu verras que de telles ぽllvres me rendraient bien cligne de cr馥r un 







代として捉えられている。最後から二番目の段落では {je vais le plonger} と
いう近接未来で「聖者のなかの聖者」つまりスマールを恋に沈めることを宣言











聖者が登場する (p. 11) 。スマールが信者たちに別れを告げて，神に感謝の祈


























けになり， I神，それは無限であり，知識だ」というサタンの言葉 (p. 25) に
導かれて，スマールはサタンと共に?!!f;限の空間へと飛び立つ (p. 26) 。そして
無限の空間の宏大さに驚いたスマールは (il faudrait 黎re un Dieu pour se le 
figurer) とつぶやく (p. 27) 。それまでのサタンとスマールの対話では神は常
に冠詞なしの (Dieu) であったのが，ここで初めて不定冠詞付-きで出てきて
いる。さらに永遠や虚無に関する議論の後， J京初のカオスが|問題になるところ
でも (Mais le chaos qui existait, qui l'avait fait ? ilavait fallu Ull Dieu pour le 




はすぐさま否定される。この {un Dieu} は聖書の神とは別次元の神であり，
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スマールの心に一瞬芽生えた新たなる神なのである。その神もサタンの言葉に
よって否定されてしまうと，スマールは (Oh! l'ab絈e ! oh! l'ab絈e! J'aurais 
bien voulu vivre alors !)と言って，原初のカオスの持つ深淵の中に生きた
かったという気持ちを条件法過去であらわす。サタンがそれに対して
(H駘as ! depuis, la machine est faite , elle roule [...])と直説法現在形で答え









るものではないから，スマールには (un Dieu) という実体のない神を創造し
たり，原初のカオスへの憧れを条件法で-表わすことしかできないのである。実
際，サタンとの対話の末にスマールは「私は恐L、!この無限は私を食らい，私
をむさぼるJ (p. 42) と|叫んで、無限への恐怖を表明し，大地へ戻してくれるよ
うサタンに懇願する。
地上に戻ったスマールは「なんとこの自然は美しいことか! J (p. 43) と神
の創造した自然をたたえるが やがて嵐が起こり 海が彼を飲みこもうとする
(pp. 48-52) 。その中でスマールは (Est-ce que le chaos 騁ait bon ?)と再び原
初のカオスに言及する (p. 53) 。しかし，ここではカオスに対ーする|輩憶を口に
しているわけではなく，それに続いて「神の創造したものが現れたとき，大地
は退き，大洋は憤怒しながらも押し返されたJ (p. 53) と言うように，聖者は
世界が創造されていく道を客観的にたどっているのである。「大洪水」のこと
をスマールが話題にすると，サタンは大洪水はまだ続いており， f不正の大洋
がすべての心を浸している」と言う (p. 54) 。ここで議論のテーマは，自然か
ら地上の悪へと移る。「世間を見たいものだ」というスマールの言葉に，サタ
ンはユークを呼び出し (p. 55) ，ユークが地上の様々な悪の案内人となる。以
上見てきたように，最初にサタンとユークが登場して誘惑する場面では「カオ







しきれず未開人は出発する (pp. 57-65) 。スマールたちは町に入り，七つの大
罪にさいなまれる王の姿を見 (pp. 67-70) , rブルジョワ小喜劇』で結婚生活
を目にし (pp. 70-74) ，貧者と会い (pp. 75-79) ，教会では建物のすべての部




的な歩みをつづけていくのを見て笑い始めJ (p. 65) ，町の中ではユークが
「地獄に落ちた者のような笑いJ をあげ (p. 66) ，王の宮殿が灰塵に帰すと
ユークが「いつまでも長く笑い」を笑い始める (p. 70) 0 rブルジョワ小喜劇J
の「第 6 坊はユークの笑い声で満たされJ (p. 74) ，貧者には (Ah ! ah ! ah !) 
と二度も笑いを浴びせ (pp. 76-77) ，教会がサタンの呪いによって崩れ落ちる
と「哲学者たちJ が「とてつもない笑い声j でそれを歓迎するが，彼らの笑い
もユークの笑い声に圧倒される (p. 85) 。さらに，荒野に一人残されたスマー
ルもユークたちの笑いが乗り移ったかのように笑い始める (p. 86) 。スマール
が笑うのはこの箇所が初めてである。そもそも，最初の誘惑でも自然の中の場
面でも，スマールとサタンの対話では両者は決して笑うことがなく，ユークと






人生のあらゆる悪徳や情熱の中に聖者を飛び込ませようとする (p. 87) 。ス
マールは羽根のはえた馬に乗り世界を駆け巡っては河のほとりや宮殿で快楽を
むさぼり，さらに至る所で殺裁を重ねる (pp. 89-101) 。ここでもやはりユー
クが「途方もない笑い声j をあげ (p. 92) ，スマールも「自分自身を笑い始め
る J (p. 99) 。一切が終わり，スマールは「腐り果てた長い経惟子が骸骨を被





「スマールの自の前に彼の過去のすべてが素早く一挙に現われJ ， 5 つの段落で
平穏な生活から最初の誘惑，無限の空間，自然や人間，自ら l味わった快楽や嫌




でも (Ah ! ce fut pire) という比較級があり，最後に「彼の場合には墓の中に



























































9) Flaubert , C'orn:s/)() lIdalll・1'， Edition présentée , 鑼ablie et annot(、e par Jean Bruneau, Biblioth隴
que de la Plèiade‘ 1973, tOIlll' 1 . p 40. 
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『聖アントワーヌの誘惑J の先駆けではあるが， r誘惑J に登場する異教の
神々ではなく，ここでは「グロテスクの神」が作品を支配しているのである。
(D. 1982 大阪大学助教授)
